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平成22年度当初予算の概要

1．基本的な考え方

（1）平成22年度当初予算は、引き続き、年間に見込みうる経費を全て計上する「通年予
算」を基本とした予算編成を行った。

（2）部局ごとに配分する「枠配分予算編成方式」を継続して実施していくこととし、市民と
の協働に向けた取り組み（新しい公共空間の創出）の推進を図るための施策や事業の選択を行
いながら事務事業の効率化やコスト縮減を進め、より自主・自立性の高い予算編成を行った。

（3）平成22年度は、市民本位の行政サービスの実現に向けた「地域経営」への転換を目指
すため、　「人、モノ、金、情報」の経営資源を最大限に活用し、地域価値の向上への積極的な
施策展開を行うとともに、　「選択と集中」による「市民が奏でる“交響”空問　優しく　強く
温かい　人とまち」づくりに向けた取り組みを着実に進めることとした。

（4）将来世代への持続可能な財政構造を確立することを目指して、市民の視点に立った制度
や事業の抜本的な見直しの徹底を図り、前「日向市財政改革プラン」の基本理念に沿った予算
編成を行った。

2．予算規模

　　　　　前年度との比較　　　19億4，200万円の増　（7．9％増）

②特別会計　　　　154億4，020万円

　　　　前年度との比較　　　2億　　300万円の増　　（1．3％増）

③水道事業会計　　　17億7，263万6千円
　　　　前年度との比較　　　2億1，770万8千円の城　　（10．9％減）

④病院事業会計　　　　4億402万5干円

　　　　前年度との比較　　　　　4，428万7千円の増　　（12．3％増）

⑤一般財源総額　　164億9，987万7千円

　　　　前年度との比較　　　6億5，142万6千円増（4．1％増）

⑥自主財源比率　　31．8％ （前年度　35．2％）

⑦地方債依存度　　12．0％ （前年度　12．3％）

⑧過去10年間の当初予算及び対前年度伸び率（一般会計）
平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

平成18年度

平成17年度

平成16年度

平成15年度

平成14年度

平成13年度

26，480，000千円

24，538，000千円

23，987，000千円

25，317，000千円

23，590，000千円

20，507，000千円

21，022，000千円

21，418，000千円

21，950，000千円

21，660，000千円

　7．9％

　2，3％

△5．3％

　7．3％

15，0％

△2．4％

△1．8％

△2．4％

　1．3％

　9，2％

（骨格予算）

（合併初年度）

（骨格予算）
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3，当初予算の特徴（一般会計）

　平成22年度予算編成においては、
「次世代へつなぐ“優しく”そして“元気”なひととまちづくり」をコンセプトに、
　・平成21年度からの緊急雇用創出事業の継続・拡充や、新たな雇用対策
　・市民の生活を守る防災対策と連動した地域医療再生
　・少子化、高齢者・障害者への対応及び子育て支援による福祉の向上
　・循環型社会形成や新しい地域づくりへの取り組み
　・普通建設事業34億6千万円（前年度比8．1％増）の確保による地域経済対策
などに重点的に配分した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　また、経済不況の影響による市税の落ち込みや、扶助費などの社会保障費の大幅な伸びが見込
まれるなかにおいて、国の地方交付税の増額による市税の減収分との財源調整により、基金の取
り崩しや、起債の抑制を図るなど長期的な財政運営にも配慮した。

（1）歳入の状況
　　※下段は主な増減項目、増減額及び増減理由

　　　　　　　　　　　　（平成21年度） （平成22年度） （増減額）

（単位：千円、％）

（伸率）

①市税 6，577，770 ⇒ 6，460，103 △　117，667 △1．8

市民税

固定資産税

△218，191（△8，3％）経済不況に伴う所得の伸び悩み

　　93，257（2，7％）　区画整理等等に伴う新築等によるもの

②地方交付税 6，971，324 → 7，407，808 436，484 6，3

普通交付税

特別交付税

　486，525　　（　　7．6％）

△　50，041　　（△9．31％）

地域活性化・雇用等臨時特例費の創設

③国庫支出金 3，231，415 ⇒ 4，119，523 888，108 27．5

民生費国庫負担金

土木費国庫補助金

教育費国庫補助金

839，109

63，812

44，071

（36．4％）

（9．8％）

（59．1％）

子ども手当、生活保護の増

障がい者センター建設によるもの

東郷小中一貫校の新設によるもの

④県支出金 1，547，727 ⇒ 2，207，559 659，832 42，6

総務費県委託金

民生費県補助金

労働費県補助金

農林水産業費県補助金

52，588

297，017

130，861

39，935

（37．9％）

（178．0％）

（皆増）
（24．4％）

参議院、県知事選挙等に伴うもの

保育所等整備事業に伴う安心基金特別事業による

ふるさと雇用及び緊急雇用対策によるもの

農山漁村活性化プロジェクト交付金によるもの

⑤繰入金 448，751 ⇒ 324，508 △　124，243 △27，7

公共施設整備等資金積立墓金　　　△157，000

退職手当基金　　　　　　　　38，000

定住自立圏推進基金　　　　　21，646

（皆減）
（38．0％）

（貼出）

基金取り崩しの抑制

退職者の増に伴うもの

対象事業の実施に伴うもの

⑥市債 3，020，503 ⇒ 3，167，003 146，500 4，9

社会福祉債

農林水産業寧

日木耳

消防士

教育債

臨時財政特例債

　　92，500

△77，900

△　172，100

△　120，400

　　81，900

　321、500

（37．9％）　保育所等整備事業、鈴峰園整備に伴うもの

（△5L8％）富島幹線用水路整備事業費の減ほか

（△12．8％）財源対策債の抑制によるもの

（△81，4％）東郷分遣所整備事業の完了に伴うもの

（40．2％）　東郷小中一貫校の新設に伴うもの

（35．6％）　地方財政計画に伴うもの
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（2）歳出（性質別） の状況
　　（平成21年度） （平成22年度） （増減額） （伸率）

①人件費 5，031，314 ⇒ 5，146，777 115，463 2，3

退職手当の増によるもの

②扶助費 5，234，724 ⇒ 6，166，366 931，642
178

社会福祉費

児童福祉費

生活保護費

1，251，081

2，522，047

1，328，644

⇒
⇒
↓

1，470，038

3，099，200

1，452，070

218，957

577，153

123，426

17．5

22．9

9．3

③物件費 2，506，264 → 2，898，522 392，258 15．7

賃金

需用費

役務費

委託料

備品購入費

旅費

　164，231

　453，325

　134，226

1，367，801

　60，245

　72，280

↓
⇒
⇒
↓
↓
↓

　220，324

　461，401

　131，571

1，421，294

　55，690

　66，793

　56，093

　8，076

△2，655

　53，493

△4，555

△5，487

　34，2

　1．8

△2．0

　3．9L

△7，6

△7，6

④繰出金 2，657，364 ⇒ 2，688，711 31，347 1．2

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

下水道事業

公営住宅事業

480，655

603，883

178，001

50，071

56，794

644，836

44，972

↓
⇒
⇒
↓
↓
↓
⇒

474，590

612，039

220，465

37，042

74，962

633，933

50，227

△6，065

　　8，156

　42，464

△13，029

　18，168

△10，903

　　5，255

△1．3

　　1，4

　23，9

△26，0

　32，0

△1，7

　11．7

⑤普通建設事業 3，201，160 ⇒ 3，461，803 260，643 8，1

うち補助事業
（主な事業）

　　1，244，931　　　　　⇒

駅周辺土地区画整理事業

財光寺南土地区画整理事業

保育所等整備事業

障がい者センター整備事業
東郷小中連携・一貫推進事業（ハード）

富島幹線用水路整備事業
駅北通線改良事業（まちづくり交付金）

細島東部住環境整備事業（一般）

コミュニティ住宅整備事業（細島東部）

財光寺南部住環境整備事業

木原都市下水路事業

1，669，639

　220，000

　288，000

　231，540

　180，000

　144，046

　99，000

　85，000

　60，000

　65，180

　60，000

　39，000

ラ
　
ラ
　
ラ

規
規
規

新
新
新

424，708 34．1

うち単独事業

（主な事業）

　　1，956，229　　　　　→

駅周辺土地区画整理事業

財光寺南土地区画整理事業

港湾整備県営事業負担金
東郷小中連携・一貫推進事業（ハード〉

富島幹線用水路整備事業

東郷橋改修事業

同報系防災行政無線整備事業

高齢者福祉施設整備事業

過疎対策道路改良事業

合併関連道路整備事業

幡浦地区住環境整備事業

1，792，164

　308，000

　258，000

　264，700

　216，954

　86，600

　65，000

　40，000

　37，000

　32，000

　30，000

　25，000

△　164，065

（新規）

（新規）

（新規）

△8．4
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麿

4．総 （単位＝千円・％）

剛々年ス 剛年ス 対剛年比較
区　　　　　　分 6月補正後（肉付後） 当初 12月補正後

本年度
対当初 対12月補正後

予算額 構成比 予算額 構成比 予　額 構成比 予算額 構成比 増減 伸率 増減 伸率

一　　　般　　　会　　　計 24，935，659 62．2 24，538，000 61．7 26，779，701 63．0 26，480，GOO 63．2 1，942，000 7．9 △299，701 △L1

公　営　住　宅　事　業 407，000 1．O 552，000 1．4 547，729 1．3 473，QQQ 1．1 △79，000 △14．3 △74，729 △13．6

財光寺南土地区画整理事業 49，000 O．1 47，000 0．1 61，455 0．1 41，000 0．1 ．△6，0QO
△12．8 △20，455 △33．3

特
　
別
　
会
　
計

用　　　地　　　取　　　得 50LOOO ユ．3 501，000 1．2 605，000 L4 104，000 20．8 lQ4，000 20．8

普
　
　
通
　
　
会
　
　
計

城　山　墓　園　事　業 10，QOO Q．O 19，000 0．0 19，000 0．0 5，QOO 0．O △14，00Q △73．7 △14，000 △73．7

簡　易　給　水　施　設 1，600 o．o L200 0．0 エ，200 o．Q 1，200 0．0 0
o．o o

O．0

小　　計　　（A） 25，403，259 63．4 25，658，200 64．5 27，910，085 65．6 27，605，200 65．9 1，947，000 7．6 △304β85 △1．1

（A）㊧うち普通会計 25，342，894 63．2 25，607，524 64．4 27，909，517 65．6 27，551，817 65．7 1，944，293 7．6 △357，700 △1．3

細島東部住環境整備事業 22，800 O．1 20，000 Q．1 24，160 0．1 15，000 0．0 △5，000 △25．0 △9，160 △37．9

簡　　易　　水　　道　　事　　業 169，IQO 0．4 193，000 O．5 195，898 O．5 184，000 0．4 △9，000 △4．7 △11，898 △6．1

下　　水　　道　　事　　業 1，956，884 4．9 1，902，000 4．8 2，137，256 5．Q L9工0，00Q 4．6 8，000 Q．4 △227，256 △IQ．6

農　業　集　落　排　水　事　業 359，000 o．9 293，000 O．7 292，047 O．7 正35，000 O．3 △158，000 △53．9 △157，047 △53．8

国　民　健　康　保　険　事　業 7，244，496 18．1 7，170，0QO 18．O 7，237，070 17．0 7，376，000 17．6 206，QOO 2．9 138，930 1．9

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

介護保険事業（保険事業勘定） 3，666，000 9．1 3，891，000 9．8 4，071，112 9．6 3，997，QQO 9．5 106，000 2．7 △74，U2 △1．8

介護保険事業（介護サービス事業勘定） 67，088 Q．2 70，QOO O．2 76，666 0．2 72，000 0．2 2，QOQ 2．9 △4，666 △6．1

日向入園地域介護認定審査事業 44，000 0．1 46，OOO 0．1 46，000 0．1 45，000 o．1 △　1，000 △2．2 △LOOO △2．2

老　人　保　　健　　事　　業 609，000 1．5 17，000 0．0 王7，000 O．O 8，000 0．0 △9，000 △52．9 △9，000 △52．9

後期高齢者医療事業 554，000 1．4 515，000 L3 515，000 L2 573，000 1．4 58，000 11．3 58，000 H．3

計 14，692，368 36．6 14，117，000 35．5 14，612，209 34．4 14，315，000 34．1 198，000 1．4 △297，209 △2．O

合　　　計 40，095，627 lOO．0 39，775，200 100．O 42，522，294 100．O 4L920，200 1QO．0 2，145，0QO 5．4 △602，094 △1．4



Gi

5，歳入の状況（一般会計 （単位1千円・％）

前々年度 前年度
本年度

対前年比較

区　　　　　　分 月補正後．（肉付後） 当初 12月補正後 対当初 対12月補正後

予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 増減 伸率 増減 伸率

市　　　　　　　　　　税 6，808，604 27．3 6，577，770 26．8 6，577，770 24．6 6，460，103 24．4 △117，667 △1．8 △117，667 △1．8

分担金及び負担金 602，649 2．4 624，246 2．5 630，434 2．4 604，692 2．3 △19，554 △3．1 △25，742 △4．1

使用料及び手数料 109，626 o．4 116，859 0．5 116，859 0．4 131，448 0．5 14，589 12．5 14，589 12．5

財　　　産　　　収　　　入 149，839 O．6 87，738 0．4 90，467 O．3 84，3き4 0．3 △3，404 △3．9 △6，133 △6．8

自
　
主
　
財
　
源

寄　　　　附　　　　金
3 O．0 4 O．0 1，054 O．0 5 O．0 1 25．0 △1，Q49 △99．5

繰　　　　入　　　　金 749，846 3．0 448，751 1．8 566，11Q 2．1 324，508 1．2 △124，243 △27．7 △241，602 △42．7

繰　　　　越　　　　金 21，860 0．1 1 O．0 108，435 0．4 1 O．0 Q o．o △IO8，434 △100．O

諸　　　　収　　　　入 817，689 3．3 774，273 3．2 861，455 3．2 817，689 3．1 43，416 5．6 △43，766 △5．1

計 9，260，116 37．1 8，629，642 35．2 8，952，584 33．4 8，422，780 31．8 △206，862 △2．4 △529β04 △5．9

地　　方　　譲　　与　　税 325，386 1．3 316，205 1．3 316，205 12 266，931 1．O △49，274 △15．6 △49，274 △15．6

利　子　割　交　付　金 10，998 0．O 33，793 0．2 33，793 0．1 14，444 O．1 △19，349 △57．3 △19β49 △57．3

配　当　割　交　付　金 17，636 Q．1 4，270 o．o 4，270 0．Q 3，475 0．Q △795 △18．6 △795 △18．6

株式等譲渡所得割交付金 9，834 0．0 9，834 0．0 9，834 0．O 1，878 0．0 △7，956 △8Q．9 △7，956 △8Q．9

地方消費税交付金 649，677 2．6 581，579 2．4 581，579 2．2 7G3，751 2．7 122，172 21．0 工22，172 21．0

ゴルフ場利用税交付金 9，7Q3 o．Q 10，170 0．0 10，170 0．O 11，664 0．0 1，494 14．7 1，494 14．7

依
　
　
存
　
　
財
　
　
源

自動車：取得税交付金 93，242 O．4 80，674 0．3 80，674 O．3 27，715 o．1 △52，959 △65．6 △52，959 △65．6

地方　特例　交　付金 5Q，622 0．2 82β64 O．3 82，864 0．3 エ09，469 O．4 26，6G5 32．1 26，605 32．1

地　　方　　交　　付　　税 6，491，130 26．Q 6，971，324 28．4 7，018，750 26．2 7，407，808 28．Q 436，484 6．3 389，058 5．5

交通安全対策特別交付金 18，000 0．1 18，000 0．1 18，000 0．1 16，000 0．1 ．△2，000 △11．1 △2，000 △U．1

国　　庫　　支　　出　　金 3，312」05 13．3 3，231，415 13．2 4，304，658 16．1 4，119，523 15．6 888，108 27．5 △185，135 △4．3

県　　　支　　　出　　　金 1，634，707 6．6 1，547，727 6．3 2，086，717 7．8 2，207，559 8．3 659，832 42．6 120，842 5．8

市　　　　　　　　　　債 3，052，503 12．2 3，020，503 12．3 3，279，603 12．2 3，167，003 12．0 146，500 4．9 △112，600 △3．4

計 15，675，543 62．9 15，908，358 64．B 17，827，117 66．6 18，Q57，220 68．2 2，148，862 13．5 230，103 L3

歳　　　入　　　合　　　計 24，935，659 100．O 24，538，000 100．Q 26，779，701 100．0 26，480，000 100．O 1，942，000 7．9 △299，701 △　1．1

う　ち　　一　　般　　財　　源 15，561，170 62．4 15，848，451 64．6 16，115，217 60．2 16，499，877 62．3 651，426 4．1 384，660 2．4



σ）

6． ”　の噛こ　一1△量 （単位：千円・％）

前々年度 前年度 対前年比較
区　　　　　　分 6月補正後（肉付後） 当初 12月補正後

本年度
対当初 対12月補正後

予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 増減 伸率 増減 伸率

個　　　　　　　　　　人 2，081，526 14．4 2，090，013 1生2 2，090，013 14．2 1，900，505 12．7 △189，508 △9．1 △189，508 △9．1市
民
税
法　　　　　　　　　　人 680，453 委．7

54L318
3．7 541，318 3．7 512，635 3．4 △28，683 △5．3 △28，683 △5．3

小　　　計 2，761，979 19．1 2，631，331 17．9 2，631，331 17．9 2，413，140 16．1 △218，191 △8．3 △218，ユ91 △8．3

固　　定　　資　　産　　税 3，514，226 24．3 3，414，289 23．3 3，414，289 23．2 3，507，546 23．4 93，257 2．7 93，257 2．7

軽　　自　　動　　車　　税 134，708 0．9 138，147 0．9 138，147 0．9 142，215 0．9 4，068 2．9 4，068 2．9

た　　　ば　　　　こ　　　税 397，000 2．7 394，0QO 2．7 394，000 2．7 397，200 2．6 3，200 O．8 3，200 O．8

特　別　土　地　保　有　税 1 0．O 1 0．O 1 0．0 1 0．0 0
0．0 0

O．0

水　　利　　地　　益　　税 689
G．0 1 0．0 1

0．0 0 0．0 ムエ △100．0 △1 △正OO．　O

入　　　　　湯　　　　　税 1
0．0 1 0．0 1

0．0 1 0．0 0
O．0 0

0．0

市　　税　　合　　計 6，808，604 47．1 6，577，770 44．8 6，577，770 44．7 6，460，103 43．1 △117，667 △工．8 △117，667 △1．8

地　方揮発　油　譲　与税 75，826 O．5 75，826 0．5 72，452 621．2 △3，374 △4．4 △3β74 △4．4

自　動　車　重　量譲　与　税 233，705 1．6 229，101 1．6 229，101 1．6 187，509 1．2 △41，592 △18．2 △41，592 △18．2

地　方　道　路　譲　与　税 80，425 O．6 1 0．0 1
o．o o O．0 △1 △100．0 △1 △100．O

特　別　と　ん　譲　与　税 11，256 0．1 11，277 0．1 11，277 o．1 6，970 0．O △4，307 △38．2 △4β07 △38．2

譲　与　税　合　計 325，386 2．2 316，205 2．2 316，205 2．1 266，931 1．8 △49，274 △15．6 △49，274 △15．6

普　　通　　交　　付　　税 5，893，051 40．7 6，421，283 43．8 6，458，494 43．9 6，907，808 46．0 486，525 7．6 449，314 7．O

特　　別　　交　　付　　税 598，079 4．1 550，041 3．7 560，256 3．8 500，000 3．3 △50，041 △9．1 △60，256 △10．8

交　付’税　合　計 6，491，130 44．9 6，97L324 47．5 7，018，750 47．7 7，407，808 49．4 436，484 6．3 389，058 5．5

利　　子　　割　　交　　付　　金 10，998 O．1 33，793 0．2 33，793 0．2 14，44弓 0．1 △19β49 △57．3 △19β49 △57．3

配　　当　割　　交　　付　　金 17，636 o．1 4，270 0．0 4，270 0．0 3，475 0．0 △795 △18．6 △795 △18．6

株式等譲渡所得割交付金 9，834 o．1 9，834 0．1 9，834 O．1 1，878 0．0 △7，956 △80．9 △7，956 △80．9

地　方　消　費　税　交　付　金 649，677 4．5 58L579
4．0 581，579 4．0 703，751 4．7 122，172 21．O 122，172 21．G

ゴルフ場利用税交付金 9，703 10，170 O．1 10，170 0．工 11，664 O．1 1，49《 14．7 1，494 14．7

自　動車取得税交付金 93，242 O．6 80，674 0．5 80，674 0．5 22，715 O．2 △57，959 △71．8 △57，959 △7工．8

地　方　特　例　交　付　金 50，622 0．3 82，864 0．6 82，864 0．6 109，469 O．7 26，605 32．1 26，605 32．1

総　　合　　計　　　　14．466，832　100．0　14．668，483　LOO．0　エ4，715，909　100．0　15，002，238　100．0　　　333，755　　　2．3　　286，329　　　1．9



一．

P

7．目的別歳出の状況（一般会計） （単位；千円・％）

前々年度 前年度 対前年比較

区　　　　　　分

@　　　9

6月補正後（肉付後） 当初 12月補正後
本年度

対当初 対12月補正後

予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 増減 伸率 増減 伸率

議　　　　会　　　　費 241，544 1．0 240，751 1．0 237，343 0．9 236，728 o．9 △4，023 △1．7 △615 △0．3

総　　　　務　　　　費 2，597，327 10．4 2，711，146 11．O 2，880，604 10．8 2，946，541 11．1 235，395 8．7 65，937 2．3

民　　　生　　　　費 7，783，693 31．2 7，922，934 32．3 8，465，078 31．6 9，202，055 34．8 1，279，ユ21 16．1 736，977 8．7

衛　　　　生　　　　費 1，604，322 6．4 1，641，433 6．7 1，793，901 6．7 1，814，086 6．9 172，，653 10．5 20，185 1．1

労　　　　働　　　　費 6，146 0．0 3，289 0．0 105，823 0．4 13工，048 0．5 127，759 3，884．4 25，225 23．8

農　林　水　産　業　費 1407，209 生4 1，020，111 4．2 1，301，512 4．9 988，374 3．7 △31，737 △3．1 △313，138 △24．1

商　　　　工　　　　費 8G6，164 3．2 751，645 3．1 909，816 3．4 798，234 3．O 窪6，589 6．2 △111，582 △12．3

土　　　木　　　　費 3，996，885 16．0 3，543，660 14．4
　　　卜
S，127，895 工5．4 3，463，065 13．1 △80，595 △2．3 △664，830 △16．1

消　　　　防　　　　費 931，307 3．7 946，914 3．9 960，383 3．6 840，638 3．2 △106，276 △11．2 △119，745 △工2．5

教　　　育　　　費 2，150，720 8．6 2，046，564 8．3 2，238，681 8．4 2，249，906 8．5 203，342 9．9 11，225 0．5

災　害　復　　旧　費 83，393 0．3 60，407 0．2 110，314 0．4 4，ユ07 0．0 △56β00 △93．2 △106，207 △96．3

公　　　　債　　　　費 3，611，948 14．5 3，634，145 14．8 3，634，145 13．6 3，790，217 14．3 156，072 4．3 156，072 4．3

諸　　支　　出　　金 ユ O．0 1 0．0 1 0．O 1 0．0 0 0．O 0 0．O

予　　　備　　　　費 15，000 0．L 15，000 0．1 14，205 0．1 15，000 0．1 0
0．O

795
5．6

歳　　出　　合　　計 24，935，659 100．0 24，538，000 100．0 26，779，701 100．0 26，480，000 100．0 1，942，000 7．9 △299，701 △1．1



c艶

8．　　　1　　の璽こ　一1匹ム雪 （単位・．千円・％）

前々年度 前年度 対前年比較
区　　　　　　分 6月補正後（肉付後） 当初 12月補正後

本年度
対当初 対12月補正後

予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 予算額 構成比 増減 伸率 増減 伸率

人　　　　件　　　　費 4，995，405 20．O 5，03ユ，314 20．5 4，953，141 18．5 5，146，777 19．4 115，463 2．3 193，636 3．9

扶　　　　助　　　　費 5，148，813 20．6 5，234，724 21．3 5，684，263 21．2 6，166，366 23．3 93正，642 17．8 482，103 8．5

義
務
的
経
費
公　　　　債　　　　費 3，611，898 14．5 3，63ら095 14．8 3，634，095 13．6 3，79G，167 14．3 156，072 4．3 156，072 4．3

計 13，756，116 55．2 13，900，133 56．6 14，271，499 53．3 15，103，310 57．0 1，203，177 8．7 831，811 5．8

物　　　件　　　　費 2，349，947 9．4 2，506，264 10．2 2，938，764 11．0 2，898，522 10．9 392，258 15．7 △40，242 △1．4

維　持　補　修　費 156，528 0．6 ユ37，080 0．6 ．138，278 0．5 119，842 0．5 △17，238 △L2．6 △18，436 △13．3

補　　助　　費　　等 1，933，846 7．8 1，282，328 5．2 1，424，235 5．3 1，391，876 5．3 109，548 8．5 △32，359 △2．3

積　　　　立　　　　金 263，649 1．1 262，263 1．1 262，313 工．0 260，828 1．O △1，窪35 △Q．5 △1，485 △0．6

任
　
意
　
的
　
経
　
費

投資及び出資金 5，600 0．0 0 O．0 O 0．0 0 0．0 o
一

0
一

貸　　　　付　　　　金 516，201 2．1 516，001 2．1 516，001 1．9 536，001 2．0 20，000 3．9 20，GOO 3．9

繰　　　　出　　　　金 2，050，372 8．2 2，657，364 10．9 2，679，889 10．0 2，688，711 10．2 3工，347 1．2 8，822 0．3

予　　　　備　　　　費 15，000 o．1 ユ5，000 0．1 14，205 0．1 15，000 0．1 0 0．0
795

5．6

計 7，291，143 29．2 7，376，300 30．1 7，973，685 29．8 7，910，780 29．9 534，480 7．2 △62，905 △0．8

普通建設事業費 3，805，007 15．3 3，201，160 13．0 4，424，203 16．5 3，46L，803 13．1 260，643 8．1 △962，400 △2土．8

うち補助事業 1，962，372 7．9 1，244，931 5．1 2，051，967 7．7 1，669，639 6．3 424，708 34．1 △382，328 △18．6投
資
的
経
費

うち単独事業 1，842，635 7．4 1，956，229 8．0 2，372，236 8．9 1，792，164 6．8 △164，065 △8．4 △580，072 △24．5

災害復旧事業費 83，393 0．3 60，407 0．2 110，314 0．4 4，107 0．0 △56，300 △93．2 △106，207 △96．3

計 3，888，400 15．6 3，261，567 13．3 4，534，517 16．9 3，465，910 13．1 204，343 6．3 △1，068，607 △23．6

歳　出　合　計　　　24，935，659　100．0　24，538，000　100．0　26，779，7G1100．0　26，480，000　100．0　1，942，000　　7・9　△299・701△1・1



9，地方債現在高の状況

（単位：千円）

22年度中増減見込み

区　　分 20年度末
ｻ　　在　　高

21年度末
ｻ在高見込額 2　2年度中

N債見込額
2　2年度中
ｳ金償還見込額

22年度末
ｻ在高見込額

一　　般　　会　　計 32，654，799 33，107，350 3，167，000 2，977，860 33，296，490

公　　営　　住　　宅

噤@設　事　業債
2，277，292 2，139，757 54，600 189，627 2，004，730

用地取得事業債
0 478，780 478，000 115，650 841，130

普通会計　　計 34，932，091 35，725，887 3，699，600 3，283，137 36，142，350

細島東部住宅用地
｢　成　事　業債

37，690 31，630
0 6，060 25，570

簡易水道事業債 563，563 559，968 53，900 37，654 576，214

下　　水　　道　債 13，107，305 12，912，308 622，700 858，654 12．676β54

農　業　集　落
r　水　事　業債

1，407，808 1，469，473 22，000 59，395 1，432，078

合　　　計 50，048，457 50，699，266 4，398，200 4，244，900 50，852，566

ヲ
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10．基金現在高の状況（平成20年度末から平成22年度の動き）．

H20決算剰余金積立 H21決算剰余金積立

（単位：円）

区　　　　　　　　　分
平成21年 （12補正予算反映後） 平成22年 （当初予算反映後）平成20年度末

i5月末現在高） 利子積立額 の他積立額 取り崩し額

平成2工年度末

i決算見込み〉 利子積立額 の他積立額 取り崩し額

平成22年度末

@（見込み〉

財政調整積立基金 686，341，000 o 275，000，000 223，459，000 737，882，OOO o 0 100，000，000 637，882，000

減債基金 409，651，000 G 0 43，430，000 366，221，000 0 o 28，063，000 338，158，000

退職手当基金 1，078，930，000 0 47，340，000 100，000，000 1，026，270，000 0 47，742，000 138，000，000 936，012，000

消防事務財政調整積立基金 308，888，000 0 0 0 308，888，000 0 o 0
308，888，000

うるおい福祉基金 583，813，000 0 0
8，701，000 575，112，000 o o

12，142，000 562，970，000

そ
の
他

ひまわり基金 95，462，000 0 0 2，573，000 92，889，000 o 0 2，806，000 90，083，000
積
　
立
　
基

文化スポーツ振興基金 18工，575，0QO 0 o
7β92，000 174，183，000 0 0

9，169，00Q 155，014，000

特
定
ふるさと農村活性化基金 10，000，000 o 0 0 10，000，000 o 0 o 10，000，0DO

地域自治区振興基金 36，368，000 o o 11，048，000 25，320，000 O o 12，673，000 12，647，000

金

目
的 公共施設整備等資金積立基金 806，182，000 0 5，213，000 157，000，000 654，395，0DD o 5，084，000 0 659，479，000

基
金
地域振興基金（H20新設） 2工1，200，000 o 208，000，000 0 419，200，000 o 208，000，000 0 627，200，000

定住自立圏形成推進基金（H20新設） 79，412，000 0 o 工2，500，0GO 66，912，000 0 o
21，647，000 45，265，000

学校施設整備事業基金積立金（H21新設） o 0 1，707，000 0 1，7Q7，000 0 0 o 1，707，000

0 0 0 Q 0 0 0 o 0

計 3，391，830，000 0 262，260，000 299，214，000 3，354，876，000 0 260，826，000 196，437，DOO 3，419，265，000

小　　　　　　　計 4，487，822，000 0 537，260，000 566，103，000 4，458，979，000 o 260，826，000 324，500，000 4，395，305，0σO

土地開発基金 922，826，000 0 o o 922β26，000 o o o
922，826，000

図書購入基金巳 10，500，000 0 0 0
10，500，000 0 0 o

10，500，000

そ
の
他

奨学金貸付基金　　　　　．　．　．　．　「　　四　．　　　　　．　　．　　閲　一　．　　國

243，899，422 0 0 o
243，899，422 0 0 0

243，899，422

定
額
運
用
基
金

優良雌牛貸付基金 20，920，000 o 0 0 20，920，000 0 0 0 Q0，920，000

高齢者等肉用雌牛貸付基金 28，050，436 0 0 0 28，050，436 0 0 0
28，050，436

計 303，369，858 0 o o
303．369β58 0 0 0 303，369，858

小　　　　　　　計 1，226，195，858 0 0 0 1，226，195，858 0 O 0 1，226，195，858

普　通　会　計　合　計

　　　　　　0

T，714，017，858

o
o
　　　　　0

T37，260，000

　　　　　0

T66，103，000 5，685，174，858

0
0
　　　　　0

Q60，826，000

　　　　　0

R24，5QQ，000 5，621，500，858

D 0 0 0 o 0 0

国民健康保険基金 375，387，000 1，690，000 17，000，000 190，000，000 204，077，000 o 0 0 204，077，00G

介護給付費準備基金 307，676，00D 0
76，138，000 40，998，0DO 342，816，000 0 o 40，667，000 302，149，0DO

介護従事者処遇改善臨時特例基金（H20新設） 28，886，000 o 0 o 28，886，000 0 0 10，084，000 18，802，000

下水道事業債償還基金 34，376，000 o
3，501，000 0 37，877，000 o 0 0 37，877，000

総　　　合　　　　計

　　　　　　0
U，460，342，858

　　　　0

P，690，000

　　　　　0

U33，899，000

　　　　　0

V97，101，000 6，298，830，858

O
o
　　　　　0

Q60，826，0DO

　　　　　0

R75，251，000 6，184，405，858

H20決算剰余金積立 H21決算剰余金積
前年度末残高との比較　　△161，512．000 前年度末残高との比較　　▲114425，000

，



平成22年度当初予算（一般会計）の状況（単位1千円・％）

1．歳入の状況

使用料手数料131．448（0．5）

財産収入　　　84β34（D．3》

その他　　　　　　5（0・の 〆
繰入金．3Z4，508、1．2％

　市税
6，450，103

　24，4％．

分担金及び負担金
　6047692，Z．3％

　主財源・
o，422，78d

．．
RL8％．

．藝．．鎌。．、．「

　　灘糠韓繋㈱．　地方

懸饗轟難．繍鼻
　　　　　覗　　“　　　　ろ．、

　　　　　　謬・　蟹．

　　歳入

26，480，000

（100．0）

撫

熱
へ

・消

諸収入
817，68973．1％

＼

付金
751F．7％

方線与税，255．9ヨ1，1．0％

　市債
3，157ρ03

　Z．0％
寧
』灘

・耀

　　県支出金
　　2，207，559

＼8・3％

支出金
4r119，523

　15．60

2．歳出の状況（性質別）

災害復旧費
　4，107

　0．0％

普通建設事粟貧
3，46ユ，803，13、1％

　　　　　　　　普建（補助）

　　　　　　　　　1ρ659r539

　　　　　　　　　5，ヨ％

物件費
Z，898，522

　10．9％

補助費等
1，391、876

　5．ヨ％

普建（単

　独｝

1，フ9Zpl　　　．．．「．

繰出金
Zr68B、711

10．Z％

一：琴：鷲驚碧

　．」．．＝．．倉：34

予備費，15．000，0．1

積立金，260，828，1．0％

付

35，　1

，％

　　歳出

26，480，000

　〔100．0｝

　　　　　　　人件
／・1・……：鐘　　5’146’777

璽曝

　難

維持補修費、119，84Z，0．5。

公債費
3、790，167

14．3％

⊥1



12，平成22年度予算の主な新規・拡充事業

1．”優しい”人とまちプロジェクト （単位：千円）

区分． 事業 ．担当課．． 事業費．．． ．． 幕ﾆ内容

平成14年度に設置した防災行政無線（沿岸部中心43基）を

拡大し、未整備地区の解消を図るもの。

新規
同報系防災行政無線整
�幕ﾆ

総務課 40，000
【全体計画】5力年（H22～26）

y事業内容】副局1ヶ所（自治センター）
中継子局3ヶ所、屋外子局約30ケ所
個別受信機約1700世帯（危険地区、要援護者）

一丁@一　　　

@　～～　　　　　～ 【目的1家庭や保育所（園）、イ　　　愚　　　・の子ども

新規
発達障がい児相談員設
u事業　　　　　　　　一　　　　　　一 こども課

．　一

　　の　一　Ψ　L　’る相談を受けるともに、関係機関
@　　　竃　　　　　“る。

y内容】嘱託職員高名を

【目的】障がい者センターは、現在の施設が老朽化している
上に狭小であり、障がい者等の多様化するニーズに対
応できていない現状を改善するため移転建設を行うも
のである。新障がい者センターは、市民と障がい者の
交流の拠点と位置づけるとともに、ユニバーサルデザ

継続
障がい者センター整備
幕ﾆ

福祉課 185，000
　　インや景観等にも配慮し、福祉の向上を図る。
y内容】

1．建設場所日向市上町9189番地1の内

2．構造　木造平屋建て一部鉄骨造
3，施設規模　床面積574．49nf

4，主な機能　会議室、相談室、機能訓練室、交流室、録音

毒 室、談話・物販コーナー、事務室料

鵜
【目的】次代の社会を担う子どもの発達と成長を支援するた
@　め。

新規 子ども手当給付事業 こども課 1，217，243 【内容】0歳から中学校終了前までの子ども一人につき月額
1万3千円を支給する　※所得制限なし

【対象者】児童　約8，900人（公務員を除く）

【目的】ひとり親家庭の児童の健全育成と家庭生活の安定を
図るため。

【内容】母子家庭に加えて8月から父子家庭も対象とする。

拡充 児童扶養手当給付事業 こども課 420，000 ※所得制限あり
【対象者】　1，724人（見込）児童数1，440人）

父子家庭　201世帯（児童数　284人）

児童1人にっき　基準額＝41，720円

【目的】家庭や保育所（園）、幼稚園、学校等からの子ども

新規
発達障がい児相談員設
u事業

こども課 2，201
の発達障がいに関する相談を受けるともに、関係機関
ﾆの連携強化を図る。

【内容】嘱託職員1名を配置

【目的】女性特有のがん検診の受診率を向上させ、がんの早
期発見・早期治療につなげる。

【内容】従来の子宮がん・乳がん検診と併行して、対象年齢
に該当する者に対してはクーポン券を交付し、無料の
検診を実施する。

●対象年齢

新規
女性特有のがん検診推
i事業

健康づくり課 11，746
子宮がん＝20・25・30・35・40歳

福ｪん　＝40・45・50・55・60歳

●実施時期
個別検診：4月～2月末
集団検診：10～12月

集団検診の申込み＝区の回覧等により案内
実施方法＝集団（検診車による各地区検診）及び個別検

診（医療機関での検診）
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区ハ． 事業名． 担当課 ．．幕ﾆ ．事　内容

【目的】出産を迎える世帯の経済的負担を軽減するととも
に、負担軽減により定期的な健診受診を勧奨するこ
とで安全・安心な出産に資する。

拡充
母子の健康管理事業

健康づくり課

6． ^9λ 【内容】妊婦健診（14回）への助成額を平成22年度からさ

@　らに拡充し、平成21年度と比較して1人当たり
（妊婦健康診査助成）

（14回分）19，510円増額助成する。

●1人当たり　66，000円（現行）　→　85，510円（H22）

●健診受診者見込数　　620名

県は人口10万人あたりの医師数や救急医療体制の充実を

拡充 救急医療体制整備事業 健康づくり課 117，798
図るため、平成25年度まで毎年50，000千円地域医療再生臨

椏ﾁ例補助金として交付するもの。
●地域医療再生臨時特例補助金　50，000千円

【目的】平成21年の消防法の改正により、高齢者福祉施設の

スプリンクラー設置基準が変更され、養護老人ホーム
鈴峰園においても設置が義務付けられたため、スプリ

新規
高齢者福祉施設整備事
ﾆ 高齢者あんしん牒 37，000

ンクラーを設置し、利用者・職員の火災時の安全を図
閨A施設の被害を最小限にするもの。

【内容】養護老人ホーム鈴工芸にスプリンクラーを設置する
ための設計、工事、管理業務を行う。

事業量1全館。面積1257．47㎡。

【目的】地域包括支援センター運営事業の拡充＝平成23
年度から、直営の地域包括支援センターを民間委託
し6ヶ所を目標に設置する方針であり、委託先への
引き継ぎを行い、包括支援事業等を円滑に移行する

拡充 地域包括支援事業 高齢者あんしん牒 51，036
　　ことを目的とする。
y内容1地域包括支援センターは地域ケアの中核機関であ
り、複数設置されることにより、地域の高齢者に、
より密接した対応や支援が図られる。平成22年度
は包括支援業務や事務手続などの指導、引き継ぎ等
を行う。

資源循環型社会の構築に向けたごみの減量化・資源化の一
層の推進、ごみ排出量に応じた費用負担の公平性・平等性の
確保、及び廃棄物処理施設への負荷の軽減と延命化、並びに

新規 ごみ処理の有料化事業 環境整備課 44，851 市民の環境意識の高揚と地球温暖化防止対策に寄与すること
を目的とし、　「．日向市ごみ処理基本計画」に掲げている「一
般廃棄物処理の有料化制度」を平成23年2月より導入するも
の。

資源循環型社会の構築と環境負荷の軽減のため、本市のこ
み処理基本計画に基づき、市民との協働により年次的に資源

拡充 資源回収事業 環境整備課 154，959
回収品目の拡大を実践しながら、ごみの減量化・資源化を推
iするものであり、平成22年度に導入する「一般廃棄物処理
の有料化制度」の導入に併せて「その他プラスチック製容器
包装」を追加する。

2，産業”元気”プロジェクト （単位＝千円）

区∠：．… 幕ﾆ名．．．．＝．．
．． S当課：．．． ．…．・

；事　内容．．．：．

本地区は、近年、農業従事者の高齢化、後継者不足により
貴重な財産である農地の荒廃化は着実に進んでおり、農業生
産が危ぶまれている。この状況を踏まえ、大規模な営農活動
や集落営農に取り組むべ．く基盤整備（ほ場整備）を導入する

新規
県営鵜毛・籾木地区ほ
齔ｮ備事業

農業水産課 15，727

ものである。今回、ほ場整備事業採択のため概要書や事業計
謠総�ｬ及び地形図作成、事業採択のための地区内の農地等
ﾌ状況や合意形成の促進、アンケート調査を実施するもの。
・事業量（受益面積）＝A＝29，6ha

・地権者：108人

・事業期間：H22～H27年度

・全体事業費＝C＝500，000千円
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区∠． ．事　名 担当課1．． 事業・ 一　内容

新規
環境・生態系保全活動
x援事業

農業水産課
800

　近年、水産資源の保護・培養や水質浄化等の公益的機能を
揩ﾁている藻場等が、規模を減少し、また、機能を低下させ
ﾄいることから、藻場等の維持管理等、環境・生態系の保全
�sう組織に対して支援することにより、維持・回復を図る
ｽめの事業です。

@日向市でも、以前存在した竃場が大きく減少していること
ｩら、これを維持、回復する事業を行う組織に対しての支援
�sないます。

新規
県単金山ノ下地区小規
ﾍ排水事業

農業水産課 4，700

　現況の用排水路は末端が未接続で、用排水が田へ流入して
ｨり、稲の栽培管理が困難である。また、土水路のため、農
nからの排水が円滑に排水されていない。さらに、湧水によ
闔ｼ田で、代掻き、稲刈り時において農業用機械の使用が困
�ﾈ状況にある。このため、既設の排水路からの末端に側溝
tI型300を、湿田対策として暗渠排水路をそれぞれ設置する。
@・事業量＝排水路工（UI300）L＝45m

@　　　　　暗渠排水工（φ75）　L二230m

@・事業期間＝H22年度

@・全体事業費：C＝4，700千円

新規
県単権現原地区小規模
r水事業

農業水産課 3，150

　現況の用排水路は末端が出接続で、用排水が田へ流入して
ｨり、稲の栽培管理が困難である。また、土水路のため、農
nからの排水が円滑に排水されていない。さらに、湧水によ
闔ｼ田で、代掻き、稲刈り時において農業用機械の使用が困
�ﾈ状況にある。このため、現況の土水路を2次製品（UI型
U00）に切り替える排水対策を行う。
@・事業量：排水路工（UI600）L＝llOm

@・事業期間：H22年度

@・全体事業費＝C＝3，150千円

新規
住宅リフォーム促進事
ﾆ及び太陽光発電シス
eム設置促進事業

商工港湾課 18，000

　住宅リフォーム促進事業に加え、環境に配慮した新エネル
Mーである太陽光発電システムの普及を図るため、新たな事
ﾆとして、市民が太陽光発電システムを設置する際に補助す
驍烽ﾌ。

@補助額＝1kw当たり30，000円（上限100，000円）〈県外〉

@　　　．1kw当たり40，00050，000円）〈県内〉

@※住宅リフォーsa補助とは重複不可・国県の補助とは
@重複可

新規
中小企業振興計画推進
幕ﾆ

商工港湾課 4，420

日向市中小企業振興計画の推進事業として実施するもの。
烽ﾌづくり技能講習会や講演会の開催
�ｬ企業者等の経営者や社員研修助成事業
ｻ造業等製品出展助成事業
S国若手ものつくりシンポジウムの開催
n接機の購入

継続

ふるさと雇用再生特別
誾燻幕ﾆ
ﾙ急雇用創出事業臨時
ﾁ例基金事業

商工港湾課

44，003

W6，858

国の事業を活用し、雇用の創出を図るもの。

怩ﾓるさと雇用再生特別基金事業
@　地域の振興等や長期的な雇用につながる事業を民間企
@業等へ委託することにより雇用の創出を図るもの。
@　13名（H21年度からの継続雇用者含）

恚ﾙ急雇用創出事業臨時特例基金事業
@　次の就業までの間、地域の振興等につながる市の直接
@雇用や委託事業により雇用の創出を図るもの。
@59名23名市の直接雇用（H21年度からの継続雇用者含）

@　　36名委託事業による雇用

新規 県単集落防災事業 林業振興課 3，000

【目的】山地に起因する災害から市民の生命・財産を守るこ
@　とより、生活環境の保全を図る。
y内容】崩壊した家屋裏山の防災工事を行う。
y事業量】法面工事　A＝200㎡

ゴ　　　　ズ

⊥ま↓

太陽光発電システムの県内補助金は1ｋＷあたり50,000円（上限150,000円）に
拡大となりました。 



3．交流” にぎわい”プロジェクト （単位1千円）

．区分． 事　名．．・． 担当課 事業 事業内容

新規

（協働のまちづくり椎
i事業）

Vしい地域コミュニ
eィ制度モデル事業交
t金

市民協働課 3，000

　地域のあり方は地域が決め、地域が担うという視点の下、
｠限、予算、責任の一部を地域に委ねる地域内分権の受け皿
ﾆなる「新しい地域コミュニティ組織制度」導入を目的に平
ｬ22年度、23年度の2か年間モデル事業を実施する。今
縺Aモデル事業の成果と課題について検証を行い、全市域導
�ﾌ判断材料とする。

4．地域の宝”きらり”プロジェクト （単位＝千円）

．． D区∠． D事』 担当課．． 事業 ．．幕ﾆ内容．

新規
牧水顕彰事業
i生誕125周年事業）

文化スポーツ課 5，607

【目的】これまでも全国の若山牧水ゆかりの地との交流を
@　行なっており、生誕125周年記念事業を開催する
@　ことで、その輪をさらに広げ、牧水顕彰の充実及び
@　短歌文学の発展に寄与することで、「牧水のふるさ
@　と日向市」の情報を全国に発信する。
y内容】記念講演会、分科会、レセプションなどを行なう。

新規．
日向市全市公園化構想
�闔幕ﾆ

まちつくウ政蹴課
534

　日向市全体を公園と捉えて、豊かな自然に恵まれた街、人
軏｡溢れる街として外部にPRしていくために、日向市民に
n元の良さを理解してもらう。
@22年度に地域に密着した計画の構想策定を行うため、ワー

Nショップ活動などを行う。

5．みんなで育む”ひゆうがつ子”プロジェクト （単位：千円）
＝：：．：．．区分．．1； c・；：．事業名：1．・：．… ．・：．．担当課．…．．：．：

…．．」：．
．．．
@　内容．．：；．＝．1

【目的】認定こども園の体制整備を行うため、事業に要する
費用の一部を補助するもの。

新規 認定こども園事業 こども課 74，052
【内容】　「安心こども基金特別対策事業」を活用し、幼稚園

@　　型認定こども園の保育所機能部分に対し、運営費の
補助を行う。

【事業量】市内の認定こども園　5園に対する補助

【目的】子どもを安心して育てることができる保育環境の整
備を図る。

新規 保育所等整備事業 こども課 231，540
【内容】　「安心こども基金特別対策事業」を活用し、老朽化

@　した保育園舎の建替えに対し、整備費の一部を助成す
るもの。

【事業量】市内認可保育園　2園に対する助成

東郷小中連携・一貫推進事業に伴い、早瀬小学校と東郷小
学校を統合するため、東郷中学校敷地内に小学校の校舎建設

新規
東郷小中連携・一貫推
i事業（ハード）

教育総務課 361，000
を行う。また、併せてグランドを拡張のための用地買収及び
｢成・法面保護工事を行う。
【構造】木造2階建て
【面積】888㎡

（仮称）東郷小中学校の平成23年4月の開校にむけて、東郷小

中学校へ通学することになる福瀬小学校区の児童及び坪谷中

新規
東郷小中連携・一貫推
i事業（ソフト）

学校教育課 22，769
学校区の生徒が利用するスクールバスを3台購入（福瀬方面
Q台、坪谷・越表方面1台）するとともに、平成22年度で閉

校予定の福瀬小学校及び坪谷中学校の閉校記念事業に補助を
行う。

財光寺中学校の中校舎床面積2122㎡について1階部分4箇所

新規 中学校耐震改修事業 教育総務課 15，290
に筋交いを設置し耐震補強を行う。

y構造】鉄筋コンクリート造3階建て
（現在のls値　0、66）
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13．平成22年度当初予算事業概要（事業体系別）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新）＝新規　　（重）＝重点　　（拡）＝拡充　（単位：千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
Ol　　買の 、と…の’用
0103’ }書館の充実
OIO301児童サービスに要する経費

【事業内容】

　地域に生まれたすべての赤ちゃんと保護者を対象に、乳幼児健診等の機会を利用し、乳幼児に相応し
い絵本の読み方や絵本の与え方の説明とともに、絵本等を手渡す。
①ブックスタート　　　配布時　7ヶ月健診時
②ブックスタートプラス配布時　1歳半健診時

02生涯学習関係団体等の育成と連携
020監　自治公民館活動の推進

020田2　自治公民館の整備助成

【事業内容】

　自治公民館建設費補助金交付要綱に基づき、自治公民館の新築、増築等に対し補助金を交付し、その
整備促進を図るもの。

030306　中学校　耐震改修事業

【事業内容】

　平成且8年度までに耐震診断調査等を行った施設の中で、耐震改修の必要な施設について、耐震改修工
事を行う。

平成22年度実施施設　　財光寺中学校　校舎1棟

030307　東郷小中連携・一貫推進事業（ハード）

【事業内容】

平成23年4月開校予定の東郷小中一貰校のハード整備を行う。
　整備内容　・小学校校舎建設（東郷中学校グランド内）
　　　　　　・グランド拡張工事

0304　教育内容の充実

030404　英会話科推進事業

【事業内容】

　外国語指導助手による正しい音声指導を受けることで、英会話に対する児童生徒の興味・関心を高
め、英会話能力の向上、国際社会への理解促進を図る。また英会話科の授業活性化・指導力向上を図る
ため、専門家による指導・助言、教材開発を行う。

030406　30人学級推進事業

【事業内容】

　学級編成基準を40人から30人とし、少人数学級によるきめ細やかな指導を展開するための教員配置を
行う。

030407　小中連携・一貫推進事業（ソフト）

【事業内容】

　一体型（併置型・併設型）の小中一貫教育校においては、義務教育9年間を4，3，2制のブロックに分け

た特別な教育課程による指導を実践。その他は中学校区を単位として小中兼務教員の配置、合同行事な
ど連擁型の小中一貫教育を推進し、地域の実情に即した効率的で実効性の高い継続的指導を実践する。

　また、平成23年4月開校予定の東郷小中一貫校に伴う学校再編による必要経費を計上する。
　事業内容
　・関係校で「小中一貫教育推進連絡協議会」を定期的に開催し、システムの円滑化を図る。
　・全国小中一貫教育連絡協議会に参加し、情報収集を行う。
　・東郷小中一貫校の開校に伴う学校再編（福瀬小学校及び坪谷中学校の閉校［H23．3］）に係る経費。

　　①閉校後に運行するスクールバス購入
　　②閉校記念事業補助金
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030408　　ノ、　　　　英会高　　　ク｝

【事業内容】

　「ひゆうが学校教育プラン」により推進している「日向ならではの教育」の基本理念である「豊かな
国際感覚を育み、確かな学力を身に付け、ふるさとを愛し、自分に自信と誇りがもてる心豊かな子ども
を育成」を目指すため、隔年で、市内の小学生をハワイ州モミラニ小学校に派遣し、現地小学生との交
流や家庭でのホームステイ等を体験させる。また、ハワイ州モミラニ小学校からも日向市へのホームス
テイを受け入れる。

　平成22年度については、ハワイ州モミラニ小学校からホームステイを受け入れる。

0309　生徒指導の充実

030901　スクールサポート事業

【事業内容】

　不登校児童・生徒（引きこもり傾向の児童・生徒を含む。）に対し、学校、家庭、関係機関が緊密に
連携して、学校以外の適応指導教室（ひまわりラウンジ）や家庭において、きめ細かな支援を行うこと

により、当該児童・生徒の学校復帰を目指す。

05　地域の伝統文化や文化財の伝承
0503　国指定文化財の保護

050301重要伝統的建造物群保存地区保存整備事業（補助）

【事業内容】

　国庫補助事業である重要伝統的建造物群保存地区保存整備事業により、美々津伝統的建造物群保存地
区内の修理・修景事業を実施する。

050302　重要伝統的建造物群保存地区保存整備事業（単独）

【事業内容】

美々津伝統的建造物群保存地区の国庫補助事業に該当しない軽微な修理・修景事業等を実施する。

050305　妙国寺庭園改修事業

【事業内容】

　池護岸が破損している国指定名勝1妙国寺庭園」の修復工事を行い、県内唯一の名勝庭園の景観を保
全する。

06　くらしの中に文化を感じることができる環境づくり
0601芸術文化活動の振興
060101芸術文化事業

【事業内容】

美術展覧会を始め、文化講演会、総合文化祭等を開催し、市民の芸術文化への参加を促進を図る。

060103　牧水顕彰事業

【事業内容】

これまでも全国の若山牧水ゆかりの地との交流を行なっており、生誕125周年記念事業（記念講演
会、分科会、レセプションほか）を開催することで、その輪をさらに広げ、牧水顕彰の充実及び短歌文
学の発展に寄与することで、　「牧水のふるさと日向市」の情報を全国に発信する。

07スポーツに親しむ環境づくり
0702　生涯スポーツの振興

070202　日向ひょっとこマラソン大会開催事業

【事業内容】

　日向ひょっとこマラソンを開催する実行委員会に対し補助金を交付することにより、マラソンを通し
ての健康増進と日向の観光地である日向岬一帯を市街参加者にPRする。

09　男女共同参画社会づくり

0901男女共同参画社会づくりの促進
090101男女共同参画社会づくり推進事業

【事業内容】

男女共同参画社会の実現に向け、市民・事業者等を対象とした啓発・相談事業を実施し、男女共同参画
推進の取組を総合的かっ効果的に行う。

360
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【事業内容】

第3次日向市男女共同参画プラン（平成19年度～平成23年度）が23年度に終了することから、新
規の「日向市男女共同参画プラン」を策定するための事前調査としてアンケート調査を行う。

10　平和を尊ぶ心を育む教育・啓発活動の推進
1001平和を尊ぶ心を育む教育・啓発の推進
亘00102　中学生平和交流事業

【事業内容】

　集団学童疎開が縁で交流が行われている沖縄県南風原町へ中学生を派遣し、南風原町の中学生や沖縄
戦体験者等との交流を行う。併せて、唯一地上戦のあった沖縄の各戦跡を巡る。

12　保健対策・医療サービスの充実
1201保健対策の充実
【20【05　女性特有のがん検診推進事業

【事業内容】

子宮がん、乳がん検診の対象年齢者に無料クーポン券を郵送し、がん検診の推進を図る。
　＊個別検診：市内3医療機関で実施
　＊集団検診：検診車により市内各地区で実施（医療機関に委託）

1202　母子保健対策

120202　母子の健康管理事業

【事業内容】

妊婦検診に対する助成を平成21年度から5回から14回に拡充されたが、今年度も引き続き継続す

1206感染症対策

12060且感染症対策に要する経費

【事業内容】

　予防接種法で義務付けられている三種混合、麻疹風疹、二種混合、
フルエンザ等の予防接種や結核検診を行う。

畳208　医療サービスの充実

【20801救急医療体制整備事業

日本脳炎、ポリオ、BCG、イン

【事業内容】

在宅当番医制や二次救急医療体制の整備を図る。
地域医療再生臨時交付金を利用して、医師数や救急医療体制の充実を図る。

120802　初期救急診療所事業

【事業内容】

日向市初期救急診療所において、夜間、時口外の軽症救急思者の応急診療を行う。
○診療科
○診療日

○診療時間
○診療体制

内科・外科
月曜日から金曜日
（祝日、12月29日～翌年1月3日までを除く）

午後7時半から午後9時半まで
医師2名・薬剤師1名・看護師2名・事務員1名

14　社会保障制度の適切な運用と充実
1401生活支援が必要な市民の支援と自立の促進
14010【　扶助費

【事業内容】

生活に困窮する人々に対し，その困窮程度に応じ必要な保護を行う。
　平成21年9月末現在（当初予算要求時）被保護世帯数　710世帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護人員　　　963人　保護率　15．31％o

659
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140444　包括的支援事業

【事業内容】．

　地域の高齢者の心身の健康の維持、保健・福祉・医僚の向上、生活の安定のために必要な援助、支援
を包括的に行い、　「地域包括支援センター」を運営する。
　現在、直営で運営している「地域包括支援センター」．を、H23年1月に市内6カ所に民間委託する
ための移行経費。

15　子育て支援体制の充実
1502　家庭、地域の子育て力の充実

150215　発達がい児相談員設置事業

【事業内容】

　子育てをする上での心配、発達に対する不安等、気になる子どもについて、専門の相談員を配置し、
子どもの発達に関する相談を行うことにより、親の悩みを解消し、事故等を未然に防ぐ。

【503　保育事業の充実

150304　保育事業（法人立）

【事業内容】

法人立保育園（18園）に運営委託

150317認定こども園整備等事業

【事業内容】

幼児教育と保育を一体的に提供する認定こども園に対して、費用の一部を補助する。

150318　保育所等整備事業

【事業内容】

老朽化による保育環境整備（施設整備）に要する費用の一部を補助する。対象施設　2か所

且50506子ども手当給付事業

【事業内容】

0歳から中学校修了前の児童を養育している方に支給（所得制限なし）
①中学校終了までの児童を対象に、1人につき月額13，000円を支給する。

②所得制限を設けない。

③子ども手当の一部として、児童手当法に基づく児童手当を支給する仕組みとし、児童手当分に
　ついては、児童手当法の規定に基づき、国、地方、事業主が費用を負担する。
④③以外の費用については、全額を国庫が負担する。

17高齢者の生きがいづくり
1701高齢者の生きがいづくりの推進
170104　敬老事業

【事業内容】

高齢者に対し、長寿祝金を支給する。

180303　高齢者福祉施設整備事業

【事業内容】

消防法の改正により、高齢者福祉施設のスプリンクラー設置基準が変更され、養護老人ホーム鈴峰園に
おいても設置が義務付けられたため、設計、工事、監理業務を行うもの。

20障がいのある人の生きがいづくりと自立の支援・促進
2001福祉ボランティア、団体等の育成
200103　障がい者センター整備事業

【事業内容】

障がい者の社会参加と自立を促進するため、老朽化した障がい者センターの建て替えを行う。

22地域の消防・防災の向上
2202　自主防災組織や災害ボランティア等の育成
220201　自主防災組織等の育成強化に要する経費

【事業内容】

自主防災組織の結成、育成、整備及び強化を図る。

51，036
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23　消防体制の充実
2301常備消防の整備強化

230104　常備消防施設等の整備に要する経費

【事業内容】

　大震災に強い耐震性貯水槽を新設することにより、震災時の火災防ぎょ体制の強化を図るのが目的で
ある。　老朽化した消防車両を更新することにより、消防活動の充実を図る。

2302　非常備消防の整備強化

230203　非常備消防施設の充実に要する経費

【事業内容】

　消防団活動の拠点となる消防機庫の整備及びホース乾燥塔を新設し、また老朽化した警鐘台を撤去す
ることにより安全を図る。

　老朽化した消防団車両等を更新し、地域の火災防ぎょ体制を確立する。

24　防災体制の充実
2401防災体制の充実

240101災害予防対策事業

【事業内容】

災害に強いまちづくりを推進するため、次の事業を実施する。
（1）防災基盤の整備
（2）災害拡大等の予防効果
（3）救援救護体制の整備

240105　同報系防災行政無線整備事業

【事業内容】

平成14年度に設置した防災行政無線（沿岸部中心43基）を順次拡大し、未整備地区の解消を図るもの。
・全体計画：副局1ヶ所（自治センター）、中継子局3ヶ所、屋外子局約30ケ所、個別受信機約1700世

帯（危険地区、要援謹呈）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’

25　災害に強いまちづくり
2501災害危険箇所対策

250川　急傾斜地崩壊対策事業

【事業内容】

急傾斜地の防災工事を実施することにより、危険地区内の生命、財産を守り、併せて公共土木施設等の
災害の防止を図る。
鳥川地区　計画期間H21～28年度　全体事業費　75，000千円　全体延長　L；190m

250田2橋梁（耐震化）整備事業

【事業内容】

　橋梁の安全性に関する基準の変更に伴い、既存橋梁の耐震化工事を実施し、道路橋梁の地震時の安全
性の向上を図る。

　鶴ノ田橋（富高塩見線）橋台　L＝19．7m　W＝5，0m

250104　県単治山事業（自然災害防止）

【事業内容】

副木地区民家裏の山林等が崩壊し多大な被害を与えだため法面工事を行う。

250106　県単集落防災事業

【事業内容】

籾木地区の民家裏山の防災工事、排水処理工及び門止擁壁工の施工を行う。

25田14　長寿命化修繕計画策定事業

【事業内容】

　今後高齢化する橋梁の急速な増大に対応するため、長寿命化修繕計画に基づく予防保全型維持管理・
修繕を計画的に実施する。H24年度まで調査、1．【25年度に長寿命化修繕計画の策定・公表を行う。
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250206　災害応急対策の充実に要する経費

【事業内容】．

1．災害救助法その他の法令の適用を受けない規模の災害による被災世帯に対して小　　災害見舞金及
び小災害弔慰金を支給する。

　①小災害見舞金
・全壊

半壊

・一粕j損

1人世帯のとき3万円、世帯員1人増すごとに3，0GO円

1世帯　　　　3万円

1世帯　　　　1万円

②小災害弔慰金
　　　　　　　　1人あたり　　・死亡　　　　　　　　　　　　　　30，000円

2，宮崎県・市町村災害時安心基金による支援金を支給する。
　①全壊1世帯　20万円　②半壊且世帯　15万円　③床上浸水1世帯　10万円

3．　『災害時要援護者登録システム』による支援体制の整備

250207　災害応急対策・復旧対策事業

【事業内容】

災害発生時に応急対策や復旧対策をはかるための事業。

・台風13号に備えて、早期に災害対策本部を設置し、職員を各災害現場への派遣すると共に初期避難

所の開設を行った。
　また、土砂災害や浸水被害が発生したことから、被害状況の調査等により判明した個所に対する災害
応急対策や拡大防止措置等を行うと同時に、被災者支援に向けた取り組みを実施する。

27安心できる消費生活の確保
2702　生活相談体制の充実

270204　消費者行政活性化基金事業

【事業内容】

県の消費者行政活性化基金事業を利用し、今後3年間日向市の消費生活相談強化等に取り組むための事
業。

29豊かで安全な食を創造する農業の振興
2901意欲ある担い手の育成・確保
290io1後継者（団体含）の育成等に要する経費

【事業内容】

JA日向が実施する新規就農者の確保・育成のための中長期研修事業費の一部を助成する。

290且03　農業経営対策事業

【事業内容】

農業経営改善支援センターを中心に、専任職員が経営改善の支援や認定農業者の育成支援等を行う。

290104　みんなでっくる魅力ある集落営農総合支援事業

【事業内容】

集落営農経営多角化支援事業として、越表地区集落営農組合の農業機械器具整備に対する補助を行う。

2902　安全、安心な農畜産物の供給
290202　みやざきモデル食育・地産地消推進事業

【事業内容】

食育・地産地消の推進のため、推進会議を組織し、講師を招いての講演会や先進地視察を行う。また、
県に登録している地産地消推進協力員を中心としたグループの推進活動に対する補助を行う。

290302　農業施設設置促進対策（就農条件整備〉事業

【事業内容】

補助事業にのらない農業施設の設置費用に対して、市単独での補助を行う。

1，543

［，672

4，211
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（新）＝新規　　（重）＝重点　　〔拡）＝拡充　（単位：千円）
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290303
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【事業内容】

日向市が発祥の地である1へべす」を活用した産地作りを目指し、へべす消費拡大プロジェクトを立ち
上げ、各方面にPRを実施する。

290305　中山間地域等直接支払交付金事業

【事業内容】

中山間地域における、耕作放棄の発生・担い手の涙少に歯止めをかけ、地域に応じた農産物の作付や農
地の多面的機能の確保のため直接所得保障を行う。

2904優良農地の確保と生産基盤整備
290406　農地・水環境保全向上対策

【事業内容】

農地・水環境の保全に向け、地域ぐるみでの効果の高い共同活動と農業者ぐるみでの先進的な営農活動
を総合的に支援する。

290416　県営鵜毛・一木地区ほ場整備事業（県単調査計画）

【事業内容】

農菜従事者の高齢化、後継者不足等により農地の荒廃が進む同地区の現状を踏まえ、大規模な営農活動
や集落営農を目指し基盤整備（ほ場整備）を導入する。
今年度は、ほ場整備事業採択のための概要書や事業計画書作成及び地形図作成を行う。

290417　県営鵜毛・籾木地区ほ場整備事業（農用地等集団化）

【事業内容】

甜菜従事者の高齢化、後継者不足等により畏地の荒廃が進む同地区の現状を踏まえ、大規模な営農活動
や集落営農を目指し基盤整備（ほ場整備）を導入する。
今年度は、ほ場整備事業採択のため、地区内農地等の状況や合意形成の促進、アンケート調査を実施す

30豊かなくらしを創造する林業・木材産業の振興
3001生産基盤の整備
30DlO2　県単林道網整備事業

【事業内容】

森林作業の安全と効率化を図るため、林道を整備する。本年度より林道戸ノロ線の舗装を開始。

300103　林道整備県営事業負担金（東郷地区）

【事業内容】

県執行の林道事業に対する負担金及び立木補償金

300106　横瀬・広瀬線（交付金）林道改良事業（東郷地区）

【事業内容】

広範囲の利用区域を有するこの林道を開設することで、森林作業の円滑化を図ると共に、集落間の連絡
路確保や、林業・環境基盤の整備を構築する。

300108　熊山線（交付金）林道改良事業

【事業内容】

急勾配である区間の舗装をおこなうことで、路面の洗堀等を防止し、森林作菜の円滑化を図ると共に、
集落間の連絡路確保や、林業・環境基盤の整備を構築する。地域再生計画道交付金により舗装を行う。

3002　林業経営の改善

300201林業振興費

【事業内容】

未植栽地の解消に向け、62ヘクタール分の国土保全造林事業に対し補助（6，200千円）を行う。

300202　森林整備地域活動支援事業

【事業内容】

森林の有する多面的機能が十分に発揮されるよう、適切な森林整備の推進を図るための支援を行う。
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3【　でなを1旭るフ輩の
3103水産業に理解と関心を高める施策の展開
310302　環境・生態系保全活動支援事業．

【事業内容】

藻場・干潟等の機能の回復及び維持を図るため、浮遊堆積物の除去作業等、環塊・生態系の保全活動に
対し支援を行うもの。

32農業委員会
3202　農地の確保と有効利用の促進
320203　優良農地創出事業

【事業内容】

①耕作放棄地の情報管理
②耕作放棄地の地権者に対する意向調査
③耕作放棄地の利用者への対応
④これらに基づく優良農地創出計画の策定と農地からの除外

33　農林水産業振興計画の策定
3301農林水産業振興計画の策定
330m2　農業振興地域整備計画改訂事業

【事業内容】

農業振興地域整備計画については、合併後の新日向市の現況にあったものに改訂をすることとして平成
20年度から作業を行ってきたが、本年度すべての印刷が終了し、各関係機関に配布する。

34豊かな生活を提供する商業・サービス業の振興
3403　中心市街地の基盤整備

340302　中心市街地活性化対策事業

【事業内容】

日向市駅を中心とする市街地の活性化を図るため、空き店舗を活用したチャレンジショップに対する補
助等を行う。また、今年7月に交流広場休憩施設が完成するため、交流拠点施設オープンイベントに対
しても補助を行う。

3404　融資制度の充実

340401中小企業特別融資事業

【事業内容】

市と金融機関が一定の資金を拠出し、宮崎県信用保証協会の保証付の融資制度を設け、市内中小企業者
に融資するもの。

35　高度な技術に支えられた創造性あふれる工業等の振興
350壽工業の振興
350m3　中小企業振興計画推進事業

【事業内容】

中小企業等の活性化を図るために昨年度策定した1中小企業振興計画」に基づき個別の施策を進めるも
の。技能習得支援、産業連携協議会の設置、ものづくりイベントへの支援等実施する。

3502　地場企業の振興

350202　住宅リフォーム促進事業

【事業内容】

従来の住宅リフォームに加え、太陽光発電システム設置費用に対する補助を行う。

36魅力と活力ある企業の立地促進
3601企業誘致の推進
36010［企業誘致推進事業

【事業内容】

開通が目前に迫った東九州自動車道等の交通アクセスを生かすとともに、整備が進められている物流の
拠点としての細島港と、その隣接地に用地が広がる本市の優位性をPEしながら、特に、細島1区及び4
区の未利用地に立地を進めるため、積極的な企業誘致活動を行なう。
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37　一’一、の‘とよるモの．’用と用
3702重要港湾の整備
370201重要港湾整備事業

【事業内容】

重要港湾細島港の港湾機能を整備・充実してより利用しやすい港にするため、沖防波堤等の外郭施設の
整備及び、岸壁や荷揚げ場等の港湾施設の整備を進める。

3704港湾を活用した物流体制の整備
37040【物流等対策事業

【事業内容】

県ポートセールス協議会、同細島委員会、細島訓解協会等関係機関と運揚してボートセールス日勤を推
進するとともに、外貿定期コンテナ航路の新規就航並びに拡充を図るため、細島港振興協会等関係機関
と協調して奨励事業等を実施する。

38　地域経済を支える雇用の場の確保
3801　雇用の創出と確保

3801　緊急雇用創出事業臨時特例基金事業

380115　ふるさと雇用再生特別基金事業

40　地域資源の保全と活用
4001　地域資源の保全・活用

400102　「牧水のふるさと」観光まちづくり事業

【事業内容】

観光振興計画のリーディングプロジェクトに位置づけられる1フットパス（散歩みち）」事芙を推進す
るため、ウォーキング大会や滞在型観光へ向けた「短歌塾」を開催し、牧水を育んだ自然や人々との交
流・体験を通じ、牧水のふるさと日向市を広く全国にアピールする。

42魅力ある観光地に磨き上げるまちづくり
4201観光ソフトの開発及び観光拠点の形成
420103　観光振興事業

【事業内容】

観光振興のための各種イベントに対する補助や、大分市との連携により広域での観光客誘致を図るモニ
ターツアーを実施する。

420106　観光客誘致推進事業

【事業内容】

平成23年春の九州新幹線鹿児島ルートの全線開菜により、中国・関西万面からの南九州への観光客が
増加することが見込まれているため、広島・福岡・熊本から旅行エージェントを招致し、馬ヶ背、クル
スの海を代表とする日向岬一帯、若山牧水のふるさと東郷町、及び美々津町並み等のPRを図り、商品
化に向けて魅力ある観光コースの設定を行い、新幹線停車駅のある熊本県や鹿児島県からの誘客を図

45　環境へ負荷の少ない循環軸社会の構築
4503　ごみ発生抑制、再利用、再生利用の推進
450302　資源回収事業

【事業内容】

　ごみ処理有料化が開始することに伴い、有料化の対象外となる資源回収品目にプラスチック製容器包
装を追加する。資源物の対象拡大を図ることで、資源化率の向上を図る

450405　ごみ処理の有料化事業

【事業内容】

　ごみ処理の有料化を平成23年2月から開始するため、啓発チラシやごみ分別ルールブックを作成し
て、周知を図る。併せて、ごみ処理有料袋や指定シールなどの製造・販売の事業委託を行う。

450406地域グリーンニューディール（不法投棄・散乱ごみ監視等）事業

【事業内容】

　県の基金を活用し、市内全域に増加しつつある不法投棄の抑制のため、監視パトロール及びその回収
を行い、市内の環境美化を図る。
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47　　で疋したフの、ロ
470［水資源の確保
47010【富島幹線用水路整備事業

〔事業内容】

農業用水及び上水道用水を供給している富島幹線用水路の経年劣化した陵道内の補修工事を行うも

470106　県単金山ノ下地区小規模排水事業

【事業内容】

現況の水路に側溝を接続し、土水路を2次製品に切り替え、湿田対策として暗渠排水路を設置する。

470107　県単権現原地区小規模排水事業

【事業内容】

土水路を2次製品に切り替え排水対策を行う。

4702　安全で良質な水の安定供給
470201鵜毛地区簡易水道施設統合整備事業

【事業内容】

鵜毛地区簡易水道を、日向市上水道に統合する。
　　事業期間　平成2且年度～22年度

　　整備内容．送水管布設、送水ポンプ場整備、送水ポンプ設置、電気計装設備設置、配水池改造

48衛生的な生活廃水処理施設の整備
4801公共下水道事業の推進
480【03　未普及解消事業

【事業内容】

日向市公共下水道事菜計画に基づき、財光寺比良町地区等の末端管渠の布設を推進し、．生活環境の改善
や公共用水域の水質保全を図る。
［管渠］　汚水管布設　φ150　路線延長　L＝3，322m、面整備実施設計　　区域面積　A三2，0ha

480104　水質保全事業

【事業内容】

浄化センターの沈砂池機械設備更新工事及び沈砂池電気設備更新工事を行う。

480107　資源循環形成事業

【事業内容】

浄化センターの汚泥処理施設である加温ボイラーを更新・改造することにより、機能充実を図るととも

に、適正かっ効率的な維持管理を行う。

49　雨水排水の適切な処理
4901都市下水路事業の推進
490i田　木原都市下水路事業

【事業内容】

　財光寺南土地区画整理事業と連携して、財光寺木原地区における浸水を防除し、居住環境の改善を目

的として、都市下水路施設の整備工事を行うもの。
　築造工事　W≡3．8mH＝1．6m　L＝100m、用地買収　A≡685㎡

5002財光寺南土地区画整理事業
500201財光寺南土地区画整理事業

【事業内容】

　当該地区は幅員が狭い道路が多いため、街路網の整備を行うことで良好な住環境を創出する。家屋移
転・道路築造・宅地造成を行う。
・家屋移転29戸

・道路築造　H，080m

・宅地造成　A＝10，000㎡
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5DO4　日・　　。辺…地　四
500401駅周辺土地区：画整理事業

【事業内容】

中心市街地の活性化とにぎわい創出を図るために、駅周辺の都市基盤整備を推進する。
平成22年7月に、交流広場休憩施設（A＝230．73㎡）が完成する予定。

　建物移転、建物調査、営業調査、道路築造　L＝410m、上水道管移設　1式

51住環境整備事業の推進
5101　住環境整備事業の推進

510【0［．細島東部住環境整備事業（一般）

【事業内容】

　細島東部地区：内の道路整備事菜やそれに伴う家屋移転を行うことで、住環境の整備を促進し、防災に
強い地域づくりを目指す。
・事業地区：細島東部地区　事業面積　A＝8．35ha

510103　水力発電交付金事業（東郷地区）

【事業内容】

旧牧水記念館跡の法面工事

510m5　財光寺南部住環境整備事業

【事業内容】

事業地区内の道路排水等の公共施設整備を行うことで、防災活動の困難性を解消し、安心して暮らせ
るまちづくりを目指す。

510106　コミュニティ住宅整備事業（細島東部）

【事業内容】

　細島東部住環境整備事業施行区域において、道路等の公共施設を整備するうえで、家屋移転に伴い住
居が必要となる世帯等に対して、コミュニティ住宅を供給する。平成21、22年度の継続事業。

　コミュニティ住宅建設　12戸

52　災害に強く快適な住宅の整備
5201市営住宅の整備
520102　公営住宅住宅用火災警報器設置事業

【事業内容】

　平成23年6月からの既存住宅への住宅用火災警報器の設置義務化にあたり、市営住宅への住宅用火
災警報器の設置を行うもの。　　H22年度　638台設置予定

520104　公営住宅地上デジタル放送対策事業

【事業内容】

平成23年7月でデジタル放送に切り替わるため、市営住宅のテレビ受信設備の改修を行うもの。H
22年度　647世帯改修予定

520106　櫛の山住宅ストック総合改善事業

【事業内容】

櫛の山市営住宅の全世帯について、平成22年度から24年度にかけて手摺改修、設備改修等を行

520【07住宅マスタープラン策定事業

【事業内容】

　日向市における住宅施策を計画的、総合的に推進するための基本となる住宅マスタープラン（住生活
基本計画）を策定するもの。

520108　公営住宅等長寿命化計画策定事業

【事業内容】

老朽化が進行している公営住宅等の長寿命化によるコスト縮減を図るための計画策定業務を行うも
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（新）＝新規　　（重）＝重点　　〔拡）＝拡充　（単位＝千円）

要

520109　　局　P ’　じ　ロ

【事業内容】

既存の市営住宅の1階部分住戸を、高齢者向けにバリアフリー化及び設備改修を行うもの。

53　自然に調和した安らぎを与える公園・緑地の整備
5301自然に調和した安らぎを与える公園・緑地の整備
530101　お倉ヶ浜総合公園整備事業

【事業内容】

　お倉ヶ浜総合公園の駐車場周辺の植樹・整備を行い、平成23年度以降に駐車場の供用開始できるよ
うにするもの。

530107　日向市全市公園化構想策定事業

【事業内容】

日向市全域を憩いの公園として位置づけ、豊かな自然景観や地域資源をPRしていく。
22年度に構想を策定して、23年度以降に公園整備等の事業を実施する。

55美しい景観の保全と形成
5502美しい景観の保全と形成
550201　日向市景観計画策定事業

【事業内容】

平成20年に策定した日向市景観基本計画の中で、景観形成重点地区として位置づけられた5地区につ
いて、　地域の特性を活かした景観形成を図るために景観計画を策定する。
　H22年度：坪谷地区の計画を完成させる。

56　計画的な土地利用の推進
5601計画的な土地利用の推進
560且02　地籍調査事業

【事業内容】

旧東郷町域の継続事業に加え、旧日向市域の美々津地区の調査がスタートする。

57地域コミュニティの活性化
5701市民活動の推進
570101ひまわり基金事業

【事業内容】

ひまわり基金を活用し、市民活動団体の設立及び事業の初期支援、まちづくりリーダーの養成を行い、
自主的、主体的な地域づくりの機運を高めるとともに、地域の活性化を図る。

570102協働のまちづくり推進事業

【事業内容】

　市民及び行政職員の協働のまちづくりに対する意識の向上を図り、また、市民活動団体等への支援や
地域コミュニティの活性化を図るなど、協働のまちづくりの環境を整備する。
　さらに、塩見・細島・平岩地区をモデル地区として「新しい地域コミュニティ組織制度」導入を行う

とともに、その成果と課題を検証していく。

5702　自治公民館活動の推進

570202　地域自治区振興基金事業費（東郷地区）

【事業内容】

地域自治区振興基金事業：地域協議会運営、自治区内イベントの実施、旧友好姉妹都市交流事業、区公

民館コミュニティ振興事業等

59広城交通網の整備
590止高速道路の整備促進
590田2　東九州自動車道協力事業

【事業内容】

　東九州自動車道「日向門川間」が平成22年12月に開通するため、県や日向入郷地区の市町村で、開通
記念事業の実行委員会を作り、開通式典に伴うウォークラリーや物産展を行う。

8，300

24，000
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6，319

61，826

3，000
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（新）＝新規　　（重）＝重点　　（拡）＝拡充　（単位：千円）

590104

【事業内容】

　東九州自動車道（日向～都農間）建設により、移転が必要となる村落共同墓地の代替地取得や造成工事
を行うもの。

　対象墓地：平岩の岡墓地、美々津の田代ヶ原墓地、寺迫の中尾墓地

5902　国道、県道の整備促進

590201国道10号拡幅代行買収事業

【事業内容】

国道10号門川日向拡幅事業における用地の代行買収を行う。i121，22年度の2か年事業

全体事業：往還交差点から赤岩新橋間　L＝1．62km
H22年度；建物移転予定　6件、用地買収予定　2，100m謬

60　地域交通網の整備
600【都市計画街路の整備
600且03　高砂通線改良事業

【事業内容】

　市街地の混雑を避けられるようにして、安全で円滑な交通道路を確保できるように、高砂通線の道路
拡幅を行う。

600112江北通線改良事業（まちづくり交付金）

【事業内容】

安全で円滑な交通の確保及び地域住民の生活環境の向上を図るため、駅北通線の整備を行うもの。
H22年度は、用地買収や建物移転を主に実施する。
施行期間　H21～H24　総事業費　300，000千円　延長　L＝120m幅員W＝14m

6002　生活道路の整備

6002m　南日向・日の平線改良事業

【事業内容】

　地域連携道路としての当該路線の機能を高めるため、中別府地区から鵜毛トンネルまでの区間の整備
を行う。

600202　臨時地方道整備事業

【事業内容】

　「日向市道路整備実施計画」に基づき、産業、防災、市民生活等に影響が大きい路線の改良舗装を行
う。　　（比良山線、中原八幡線、長江1号線、権現原線）

600205　権現原線道路改良事業（地域活力基盤交付金）

【事業内容】

　交通量が多く、また通学路としても利用されている本路線の歩道整備を行い、安全な歩行空間の確保
を図る。

600208　幡浦地区住環境整備事業

【事業内容】

　幡浦地区は道幅が狭く、自動車の離合が困難であるため、道路の拡幅・排水等の整備を行い、良好な
住環境を作る。

600210　過疎対策道路改良事業

【事業内容】

東郷小中一貫校の開校に併せて、東郷地域の老谷前田線、老谷前田2号線の生活道路の改良を行う。

600211長崎鵜戸木口（辺地）改良事業

【事業内容】

本路線の整備を行うことで、中山間地域の生活環境の向上を図るもの。

21，000

478，000

15，500

85，000

且2，000

20，000

20，000

25，000

32，000

7，000

（重）

（重）

（重）

20



600212
「］

父■

（新）己新規　（重）＝重点　（拡）＝拡充　（単位：千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20，000

【事業内容】

　本路線の整備により、束郷地域における地域間の連携強化と災害時における輸送機能の強化を図るも
の。

600214　中島池の田線歩道整備事業

【事業内容】

　地区周辺に点在する文教施設にアクセスする本路線の歩道新設を行うことで、通学生等の歩行者の交
通の安全確保と道路交通の円滑化を図る。　平成22年度中に事業が完了する予定。

600215　東郷橋改修事業

【事業内容】

　旧東郷橋の災害時の落下を防止し橋の延命措置を図るため、平成22年度中に橋脚の維持補修工事を終

わらせる。
　平成21，22年度の2か年事業　総事業費150，000（千円）　　L＝202．3m　W＝4，0m

600216　まちづくり交付金道路整備事業

【事業内容】

　国道10号の拡幅工事に併せて、沿線となる財光寺地区の長江1号線の整備を行う。道路改良工事に

伴う用地取得及び建築物補償を実施する。

600218　合併関連道路整備事業

【事業内容】

市町村合併に伴い、旧市町の均衡ある発展を図るため、地域連携に資する道路の整備を促進する。
対象道路：籾木線、美々津海岸線

600227　県道改良事業開連市道等整備事業

【事業内容】

中ノ原・美々津線の県道整備に併せて、市道（飯谷地区）の付替え整備工事を行う。

6003バス対策の充実

600301地域生活交通対策事業

【事業内容】

路線バスの確保のため、バス事業者への助成を行うとともに、市内の交通空自地の解消を図るため、
コミュニティバスの運行を行う。

62　惰報通信基盤の整備

62田　高度情報通信環境の整備
620】04　地域情報化整備事業

【事業内容】

　東郷町域を中心にのブローバンド化及び地上デジタル放送に伴う難視聴解消のため共聴施設の整備を
行う。

65　国際交流の推進

6502友好都市交流の充実
650201友好・親善交流推進事業

【事業内容】

　日向市とい坊市との友好都市締結に関する議定書に基づき、日向市・い坊市交流促進．協議会を中心と
して、友好、親善交流を推進する。

66　健全で持続可能な財政運営
6601財政改革プランの策定と推進
660m2　公会計制度改革に要する経費

【事業内容】

　公会計の整備については、行革推進法、基本方針20G6・2007等において、従来の単式簿記による問題

点を解決するために、その推進が要請されている。
　この具体的な取り組みとして、財務4表（貸借対照表、行政コスト計算書、資金収支計算書、純資産

変動計算書）の整備を行うもの。

20，000

65，000

30，000

30，000
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（新）＝新規　　（重）＝重点　　（拡）＝拡充　〔単位＝千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予

6602　自主財源の確保

660208　固定資産税課税適正化事業

【事業内容】

（1）課税客体の的確把握のための地番現況図の作成

67新しいマネージメントシステムの構築
6702　行政評価制度と部局経営方針の連携強化
670201　行政評価制度推進事業

【事業内容】

　「新しい日向市総合計画」に基づき市が実施している、事務事業の評価を行い、その結果を「主な施
策の成果説明書」として議会等へ提出するとともに市民に公表する。
　また、市が評価を実施した事務事業について、第3者評価機関「日向市行政評価委員会1を開催し、
評価内容の審議を行う。

6703　統計情報等の分析と活用

6703且6　国勢調査

【事業内容】

　5年ごとに行われる国の最も基本的な調査であり、昭年10月実施。調査は日向市合併後初めてのもの
であり、4？Oを超える調査区について実施を予定している。

68　広域連携の推進

6801広域連携の研究と推進
680104　合併対策事業

【事業内容】

合併特例債を活用した地域振興基金を造成する。

680106　定住自立圏形成推進事業

【事業内容】

　周辺自治体と締結した定住自立圏形成協定の推進のため、
形成のために具体的な取り組みを行う。

70　市民満足度と行政経営品質の向上
700且簡素で効率的かつスピード感のある市政運営
700【04　公有財産台帳整備事業

日向圏域で推進協議会を設置し定住自立圏

【事業内容】

公会計制度改革に伴い、公有財産の適正な管理を行うため字図の電子データ化、および管理システムの
構築を図るもの

71惰報共有による信頼関係の確立
7102　広報機能の充実

7io205　予算説明書発行事業

【事業内容】

平易な解説と予算額、位置一等で編集する「予算説明書」を作成し、市民に市の今年の仕事を理解して

もらう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

710206　オフトーク通信費（東郷地区）

【事業内容】

オフトーク通信により、行政からの災害情報・広報・連絡等を地域住民に伝達する。

73選挙
7303　国の選挙

730302　参議院議員選挙

【事業内容】

平成22年7月22日任期満了により執行される参議院議員通常選挙の投・開票事務準備及び期日前投票事
務並びにそれらの準備事務等。投票日は、7月上旬となる見込み。

15，000
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（新）＝新規　　（重）＝重点　　（拡）＝拡充　（単位：千円）
「　1

7304　県の選挙

730401宮崎県議会議員選挙

【事業内容】

　平成23年4月29日任期満了により執行される宮崎県議会日向市選出議員選挙の投・開票準備及び期日
前投票事務並びにそれらの準備事務等。選挙日程は、4月1日告示、4月【0日投・開票予定。

730402　宮崎県知事選挙

【事業内容】

　平成23年1月20日任期満了により、執行される宮崎県知事選挙の投・開票事務準肺及び期日前投票事

務並びにそれらの準備事務等。投票日は、12月下旬の予定。

7305　市の選挙

730501　日向市議会議員選挙

【事業内容】

　平成23年5月12日任期満了により執行される日向市議会議員選挙の投・開票事務及び期日前投票事務

並びにそれらの準備事務等。選挙日程は、4月中旬投・開票予定。

76　市施設管理運営費
7651　農業集落排水施設管理管理費
765105　低コスト型農業集落排水施設更新支援事業

【事業内容】

　既存施設の機能診断を行うことにより有効活用や長寿命化により、ライフサイクルコストを低減さ
せ、更新や維持管理に要する経費を平準化するストックマネジメント手法の確立や、更なる低コスト化
を図るための二次製品等を活用した処理方式の技術開発を行うとともに、今後の施設の将来計画につい

ても、広域的観点から策定するもの。

7，583

29，104

11，867

6，000
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平成22年度　日向市水道事業会計予算

　（総　則）
第1条　平成22年度日向市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）
第2条　業務の予定量は、次のとおりとする。

（1）

（2）

（3）

（4）

　
　
　
　
費

数
量
量
事
設
費

戸
水
醐
熱

島
腱
配
施

給
年
】
主

　22，700　戸

9，300，000　m3

　25，479　m3

247，370　千円

11，627

　（収益的収入及び支出）
第3条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　　　　　　　　　　　　　収　　　　　　　　　入
　　　　　　　　　水道事業収益第1款

　第1項
第2項
第3項

　
項
項
項
項

款
1
2
3
4

1
第
第
第
第

第

営
営
特

業　習

業外相
別　利
　　支

益
益
留

用
用
失
費

費
費
損

醐
外
耳

穫
業
別

道
営
営
特
予

水

出

1，158，298　千円

1，155，232

　　3，014

　　　52

1，022，886　千円

　824，045

　177，740

　　1，101

　20，000

　（資本的収入及び支出）
第4条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。　（資本的収入額が資本的支出額に対し
　　不足する額　463，217千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額　14，687千円、

　　過年度分損益勘定留保資金　336，635千円、及び当年度分損益勘定留保資金　　111，895千円で

　　補てんするものとする。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入部
輪
　
本
企
固
工
国
他

　
資
　
　
項
坦
坦
項
項

　
款
1
2
3
4
5

　
1
第
第
第
毒
口

　
第

債
代
金
金
金
　
　
費
金
費

却
担
助
助
　
良
還

　
　
　
　
　
　
　
賞

　
　
　
　
支
出
改
酬
備

　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
支
設
業

田本
建
企
予

資　
項
項
項

款
1
2
3

1
第
第
第

第

出

286，533　千円

250，000

　　　1
36，530

　　　1

　　　1

749，．750　千円

298，422

441，328

10，000
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　（企業債）
第5条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還方法は、次のとおりと定める。

己　の目・ 限 己　の　法 利　率 還　の　　　法

配水管布設事業 215，200千円

施設改良事業 34，800千円

証書借入 年5．0％以内

政府資金についてはその融資条件によ
閨A銀行その他の場合は、その債権者と
ﾌ協定によるものとする。ただし財政の
s合により据置期問及び償還期限を短縮
ｵ、もしくは繰上償還又は低利に借換え
ｷることができる。

　（一時借入金）
第6条　一時借入金の限度額は、100，000千円と定める。

　（予定支出の各項の経費の金額の流用）
第7条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。
　　　　　（1）　営業費用と営業外費用
　　　　　（2）　限度額　　10，000　千円

　（議会の議決を経なければ流用することができない経費）
第8条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費に流用し、またそれ以外の経費を
　　　その経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。
　　　　　（1）　職員給与費　　130，231千円

　（たな卸資産の購入限度額）
第9条　たな卸資産の購入限度額は、 13，429千円と定める。
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平成22年度日向市病院事業会計予算

　　（総　　則）層

第1条　平成22年度日向市病院事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　　（業務の予定量）

第2条　業務の予定量は、次のとおりとする。

　　（1）病床数　一般病床30床
　－（2）年間患者数　　入院　8，395人　外来 24，190人

　　（3）　1日平均患者数　　　入院　　23．0人目　外来　　82．0人

　　（収益的収入及び支出）

第3条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　　　　収　　　入
第1款　　病院事業収益

　第1項　　医業収益
　第2項　 医業外収益
　第3項　特別利益
　　　支　　　出

第1款　　病院事業費用

　第1項　　医業費用
　第2項　 医業外費用

　第3項　特別損失
　第4項　　予　　備　　費

376，075千円

337，390千円

38，682千円

　　3千円

376，075千円

372，570千円

　1，302千円

　　3千円
　2，200千円

　　（資本的収入及び支出）

第4条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出

　額に対し不足する額21，066千円は過年度分損益勘定留保資金21，066千円で補てんするも

　のとする）。
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金
金
債
金

建設改良費
企業債償還金

6，884千円

6，880千円

　　1千円

　　1千円

　　2千円

27，950千円

25，516千円

2，434千円
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　　（一時借入金）

第5条一時借入金の限度額は、20，000千円と定める。

　　（議会の議決を経なければ流用のすることのできない経費）

第6条　次に掲げる経費については、これらの経費の金額を、これら以外の経費の金額に流

　用し、又はこれら以外の経費をこれらの経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経

　　なければならない。

　　（1）職員給与費　　　　　238，287千円

　　（2）交　際　費　　　　　　　30千円

　　（他会計からの補助金）

第7条病院事業のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、81，593千円である。

　　（たな卸資産の購入限度額）

第8条たな卸資産の購入限度額は、33，680千円と定める。
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